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本書は、細胞培養ガイドブックとして書かれています。ガイドとは「案内する」とか
「情報を提供して、手助けする」との意味でので、決して教科書的なものではなく、
あくまでも細胞培養を実施される研究者の方々に基本的な情報を提供し、それを研究
に役立ててほしいと願ったものです。また、冒頭にも記載しましたように培養関連技術
の進歩は目覚ましく、常に新しい手法が生まれています。本書の内容は、あくまでも
基本的な培養技術の一例として認識し、その時々に扱う細胞に最適な培養方法を再度
検討してもらえれば幸いです。
培養の相手は細胞という「生き物」です。その生きている相手と「会話」しながら最適
なプロトコルを練り上げることが大事です。細胞も人と同様に個性がありますし、状態
もその時々で様子が異なります。今日の細胞と明日の細胞がまったく同じ状態だとは誰
も言い切れません。細胞と真正面から向き合い、眠りにつく時（凍結）、寝ている時
（保存）、眠りから覚める時（融解）、移動する時（搬送）、増える時（培養）など、
その時々の細胞と会話（観察）しながら、自らの研究に必要な機能を維持した細胞を
育むことことが、「細胞培養」と言えるのではないかと思います。
最後に、本書が皆様の研究の手助けとなることを、切に願っております。

9． おわりに
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